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本研究は，1999 年～2000 年を対象期間とし，十和田湖周辺域における地殻浅部の地震活動を調査した．結果と
して，期間中4 例の群発的な地震活動を含め，合計約 470 個の地震が検出することができた．各群発地震について
は，ほぼ同じ震源位置・震源メカニズム解を持っていると考えられるが，その震源位置は重なっていない．特に正
断層型の震源メカニズム解が一例得られたことが特筆される．観測波形においては，P コ－ダ波・S コ－ダ波中に
それぞれSP 変換波・SS 散乱波が認められた上，直達S 波にはS 波スプリッティング現象が観測された．今後更な
る解析を行えば，より詳しく地震活動と地下構造を明らかにできると考える． 
 
 
青森県と秋田県の両県にまたがる十和田カルデラは活火山に分類されるが，過去に地震学的な見地から詳細な
研究報告がなされておらず，近年においては 1994 年三陸はるか沖地震本震と最大余震の間に休屋付近において群
発地震活動が見られたことが火山噴火予知連絡会に報告されているのみである［東北大学，1995］．そこで本研究
においては，近年青森県によって十和田湖畔に新設された宇樽部観測点の 3 成分短周期連続地震波形記録を検測す
ることにより，十和田湖周辺域における地震活動の概略を明らかにすることを試みた．更に観測波形のパ－ティク
ルモ－ションから，周辺の地下構造に関しても簡単な考察を行ったのでここに報告する． 
ここでは 1999 年 1 月～2000 年 12 月までを対象期間とし，十和田湖周辺に位置する弘前大学・東北大学・気象
庁・青森県の観測点を利用し，弘前大学におけるル－チン処理ではトリガ－されないような極微小地震まで含めて
解析対象とした．特に1999 年 8 月以降については，宇樽部観測点の地震波形が弘前大学にテレメ－タされるよう
になったため，その連続波形を目視で検測することにより，できるだけ漏れなく地震を検知するように努めた．こ
の観測点は地下100m のボアホ－ル内に地震計が設置されているため，観測波形の S/N は良好であり，高い検知能
力を持っていることが期待される． 
結果として，期間中 4 例の群発的な地震活動を含め，合計約 470 個の地震が認められた．これらの地震の宇樽
部観測点におけるS-P 時間は概ね 1～3s 程度であり，実際の震央が湖から外れてしまうような地震も含まれると考
えられる．また，実際の発生頻度は群発地震時が圧倒的に多いため，これを除いたとすると2 年間における頻度は
200 個以上であり，定常的な活動度の高さをうかがわせる結果を得た．このうち 3 観測点以上でP 波の読み取り可
能という条件を満たす地震 32 個について震源決定を行った結果，推定されたマグニチュ－ドの範囲は 0.5～2.6
であった．その震央は十和田湖南部に多く分布する特徴があり，深さは 5km 以浅に集中する傾向が認められた． 
期間中に認められた群発的な地震活動における観測波形は，一部宇樽部における P 波初動極性が反転している
地震を除けば，直達波からコ－ダ波に至るまでよく類似している．従って，一連の活動がほぼ同じ震源位置と震源
メカニズム解を持っていると推測される．また，マグニチュ－ド2 を超えるような地震は単独で発生しているわけ
ではなく，群発地震活動中で発生している傾向が認められた．震源決定の結果それらの震源位置が重なっていない
ことが示されたが，これについては相対的に読み取り値が多く震源決定精度も良好であるため，有意な結果である
と言える．特に期間中で最大のマグニチュ－ド 2.6 を記録した地震は，1999 年 10 月 30 日に十和田湖中央付近を
震央とする群発地震活動中に発生しており，その震源メカニズム解は北北東～南南西方向にT 軸を持つ正断層型の
解を示した．これは東北地方の浅発地震で一般に見られる逆断層型の解とは異なる，極めて稀な例であるという点
で注目に値する． 
更に，期間中に観測されたマグニチュ－ド 2 以上の S/N の良好な地震 3 個について，宇樽部観測点及び八甲田
付近に位置する沖揚平観測点において，P コ－ダ波中に 2～3 個の顕著なフェ－ズが認められた．これらのフェ－
ズのパ－ティクルモ－ションは直達P 波と極めて類似した特徴を持っているため，震源から観測点の間で生成され
た SP 変換波であると考えられる．更に，S コ－ダ波中にも数個のフェ－ズが認められ，直達 S 波と類似したパ－
ティクルモ－ションを持っていることが確認された．現状では具体的な場所を特定するには至っていないが，これ
らのことから十和田湖周辺域において数枚の速度不連続面の存在が示唆される．更に，直達S 波は最初北北東～南
南西に振動した後それと直交する方向に振動するという特徴を持っており，これをS 波スプリッティング現象と解
釈すると，十和田湖周辺域における地殻浅部が異方性を有している可能性がある．ただし，速いS 波の振動方向が
上記の震源メカニズム解と矛盾するという点で，今後の検討を要する． 
以上のように，本研究において十和田湖周辺域における最近 2 年間の地震活動の概略を明らかにできたが，観



測点密度等の問題もあってまだまだ序報的な性格にとどまっている部分が多い．今後 Hi-net の稼働に伴って観測
点密度が向上し，観測波形についても更に詳しく解析が可能となれば，将来的により詳細に地震活動と地下構造を
対比していくことが可能になると考えられる． 


